


自 衛 消 防 隊    

 

自衛消防操法大会とは･･･ 自衛消防操法大会は、各事業所の自衛消防隊員が初期消火設備である屋内消火栓の操作技術の習熟を図ることにより、事業所における初期消火態勢の強化及び自主防災意識の高揚に資することを目的に実施されています。 操法のポイントは「迅速」「安全」「確実」。    赤旗の合図で開始し、「操作始め」「放水やめ」及び「収め」を警笛の合図で行います。使用するホースは径40㎜、長さ15ｍを2本、     標的は、放水線の前方 8ｍの架台に置かれている「火災」と書かれた札です。指揮者の   「操法始め」の号令後、この「火災」と書かれた札が反転し「消火」に変わるまでの時間を「操作タイム」とします。 基準となる「操作タイム」は 『3人操法』で 27秒です。 

自 衛 消 防 隊  自衛消防隊による屋内消火栓操法に参加し、チームとしての役割の責任感や自ら率先して行動する意識が持てるようになりました。また、当院の先輩方のこれまでの成績もすばらしくプレッシャーと闘いながら約１ヶ月間の練習となりました。練習が始まった当初は目標もなく、ただ取り組んでいるという感覚でした。しかし、練習を重ねる度に、チームとしての団結も深まってきて、優勝という目標に向かって、猛暑の中、厳しい練習を乗り越えることが出来ました。 早良区自衛消防操法大会では優勝することが出来ましたが、福岡市消防操法大会では入賞することが出来ず、先輩方の結果に近づけることが出来ませんでした。 今回、屋内消火栓操法に参加し経験させて頂いたことで、チームとして明確な目標を持ち、その目標に向かってチーム一団となって行動することの重要さを学びました。  チーム医療においても、医師、看護師、コメディカルなど、全体が一つとなって医療を提供することが患者様にとってより良い医療に繋がるため、改めてチームの大切さを実感しました。  次回、出場される方々には、是非自分達を超える成績を出して頂き、チームの大切さを実感して頂きたいです。             （戸田  祐一郎）  
   

                                                                             
 

田代 賢哲（薬局） 戸田 祐一郎（リハビリ） 男子 3人操法   樗木 公一（総務） 松田 大（4F） 馬田 奈津美（S4F） 3人操法フリー 川原 里奈（S2F） 

火火火火    
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学会発表・講演等 演 題 名 発表者 共同演者 年月日 開催地 名  称 外科      特異的画像所見を伴った再発性十二指腸潰瘍穿孔の 2 例 石川 麻子 太田 勇司 城戸 英希 山口   哲 塚本 良樹 Ｈ22.3.18 富山 第 46 回日本腹部救急医学会総会 内科      パネルディスカッション ①脂質異常症治療(薬)の糖代謝への影響 ②糖尿病治療薬の脂質代謝への影響 パネリスト 後藤田貴也 辛嶋   健 小林 邦久  H22.3.17 福岡 第 34 回福岡脂質研究会 
著明な低ナトリウム血症を呈し、脳浮腫、麻痺性イレウス、肺炎を合併した水中毒症の１例 中村 知久 辛嶋   健 松岡   浩 永石 彰子 石田 芳英 向野 賢治 山口   哲 黒田 康夫 H22.5.29 鹿児島 第 28 回日本内科学会 九州地方会 循環器内科 急性心筋梗塞後の心室中隔穿孔に心エコーが有用であった症例 草場美枝子 舛元 章浩 Ｈ22.10.3 長崎 第 20 回日本超音波  医学会九州地方会 診断に苦慮した心原性ショックの一例 中村 知久 舛元 章浩 Ｈ22.12.4 長崎 第 109 回日本循環器 学会九州地方会 脳神経外科 ラクナ梗塞と微小脳出血を繰り返した高血圧性脳症の 1 例 森嵜 晴喜 髙橋 伸明 古市 将司 入江 暢幸 大田 正流 鐘ヶ江靖夫 塚本 良樹 H22.12.11 長崎 第 28 回長崎脳神経  外科研究会 耳鼻咽喉科 当科における鼻出血症例の検討 松原 尚子 安松 隆治 小宗 静男 Ｈ22.7.2 倉敷 第 72 回耳鼻咽喉科  臨床学会 形成外科 当院における槌指の保存的治療の検討 平田礼二郎  H22.3.13 福岡 第 82 回日本形成外科学会九州支部学術集会 
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演 題 名 発表者 共同演者 年月日 開催地 名  称 薬局 NSTにおける薬剤師の役割 坂本美由紀  H22.8.25 福岡 福岡地区勤務薬剤師会 中小病院研修会 福岡記念病院におけるがん化学療法への取り組み 原   裕子 坂本美由紀 宇都 誠志 別府 千智 兼重   晋 H22.9.19 山口 第 72 回九州山口薬学大会 
当院における持参薬鑑別の現状 坂本美由紀 下山真智子 魚住 秀親 並松 寛子 下村ゆかり 原   裕子 辛島 紀子 兼重   晋 H22.11.13 千葉 第 20 回日本医療薬学会年会 
薬剤部が行う血液管理業務について 下村ゆかり 魚住 秀親 下山真智子 坂本美由紀 兼重   晋 H22.11.13 千葉 第 20 回日本医療薬学会年会 リハビリテーション科 重症心不全、心房細動により人工呼吸器管理となった症例 中塚 祥太  H22.11.26 沖縄 第 32 回九州理学療法士作業療法士合同学会 肘開放性脱臼骨折・外側側副靭帯断裂に対する靭帯再建術後セラピーの経験 岩元 祐太  H22.11.26 沖縄 第 32 回九州理学療法士作業療法士合同学会 看護部 新卒看護師の効果的なOJT教育を目指して ～OJT 教育は新卒看護師と教育する側の常勤看護師の人材育成となる～ 安永 杏子 渡邊 倫子 峰松由希子 安永ちどみ H22.12.4 福岡 第 10 回福岡県看護  学会 
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論文・著書等 著 者 共同研究者 論文・著作名 発表誌・出版社 巻（号）頁 年号 脳神経外科 髙橋 伸明  脳神経疾患の特徴 ドレーンの管理 ｴｷｽﾊﾟｰﾄﾅｰｽ 照林社 1月号 92-99 2010 髙橋 伸明  脳梗塞（急性期）の薬物療法 ｴｷｽﾊﾟｰﾄﾅｰｽ 照林社 2月号 75-81 2010 髙橋 伸明  脳卒中急性期のリハビリテーション ｴｷｽﾊﾟｰﾄﾅｰｽ 照林社 ３月号 92-97 2010 形成外科 平田礼二郎  トラフェルミンを使用した膠原病に伴う難治性皮膚潰瘍 4 症例の治療経験 日本形成外科学会雑誌 30：308-313 2010 眼科 大野 克彦 吉村 浩一 山川 良治 中村 宗平 鶴   秀敏 越山 健 上原 浩嗣 黄斑円孔網膜剥離に対する内境界剥離を併用した硝子体手術の成績 眼科手術 23：167-170 2010 薬局 
兼重   晋 有馬   希 松永 直哉 小柳   悟 大戸 茂弘 神村 英利 グリクラジド後発医薬品の製剤学的 および治療学的同等性試験 薬理と治療 ライフサイエンス出版 38（12）：1133-1141 2010 
兼重   晋 池田 祐輔 松永 直哉 小柳   悟 大戸 茂弘 神村 英利 ベザフィブラート後発医薬品の製剤学的および治療学的同等性試験 薬理と治療 ライフサイエンス出版 39（1）：91-100 2011  
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座長・世話人等 区 分 氏 名 年 月 日 開催地 学 会 ・ 講 演 会 名  内科 座長 辛嶋  健 H22.12.18 福岡 第 48 回福岡糖尿病セミナー 特別講演 「インクレチン～基礎研究から臨床展開へ～」 秋田大学大学院医学系研究科内分泌・ 代謝・老年内科学  教授  山田  佑一郎 循環器内科 座長・世話人 舛元 章浩 Ｈ22.1.9 福岡 福岡心血管エコー研究会 座長・世話人 舛元 章浩 Ｈ22.5.24 福岡 福岡心血管エコー研究会 座長・世話人 舛元 章浩 Ｈ22.7.17 福岡 福岡心エコー研究会 座長・世話人 舛元 章浩 Ｈ22.9.27 福岡 福岡心血管エコー研究会 座長・世話人 舛元 章浩 Ｈ23.9.27 福岡 福岡心血管エコー研究会    
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